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インサイダー ・アウ トサイダー理論は,効 率賃金仮説 と並んで労働市場の長

期的な不均衡現象にミクロ経済学的基礎を与える理論 として知 られている1)。

ところで効率賃金仮説には論文のレベルでは多様 なモデルが存在 しその中には

相当複雑なものが含 まれるのにも関わらず一応は単純 な直観的説明が存在す

る。しか し一方でインサイダー ・アウ トサイダー理論に関しては,少 な くとも

筆者の見る限 りでは平明でその本質を捉えた直観的説明が存在 しない。

本稿ではこのように簡明な説明を欠いているインサイダー ・アウ トサイダー

理論に関 して,そ の本質が単純な作図によって理解可能なことを示 し,議 論の

アウ トラインの明確化をはかることを目的 とする。

インサイダー ・アウ トサイダー理論が説明 しようとするのは,組 合化 された

労働者が支配的な企業では,外 部労働市場より高い賃金が支払われているにも

かかわらず,な ぜ外部労働市場から労働力が積極的に調達 されなかった り,あ

るいは内部労働者と外部労働者の入れ換 えが行われないのか,と い う問題であ

る。 これは古典的な非 自発的失業を説明 しようとする動機である。

理論では多 く労働組合の戦略的行動に焦点を当ててお り,組 合の組合労働者

の雇用保証の確保や,賃 金設定の戦略に注 目する。そのために しばしばゲーム

1)代 表 的文献 は,LindbeckandSnower[1],Lindbeck[2]で あ る。また解 説 を行 っ

てい る文献 と して小 谷[4]大 橋[3]を 挙 げ る ことが 出来 る。
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理論による分析が行われるのだが,私 見では理論の基本的構造においては,そ の

ような交渉問題よりも,組 合の賃金や雇用保証についての交渉力の源泉としての

企業の費用構造といったものが重要である。それは一見複雑な形式をしているが,

初等的な限界原理によって描写可能な仕組みであ り,そ の構造の了解がインサイ

ダー ・アウ トサイダー理論をより平明で了解可能なものにするとおもわれる。

そこで本稿ではインサイダー ・アウ トサイダー理論に共通な内部労働者と外部

労働者の代替に制約を課す企業の費用構造を,企 業が直面する雇用の限界費用曲

線という形で定式化 し,理論の基本構造についての単純かつ直観的解説を試みる。

2.基 本 的設定

インサイダー ・アウ トサイダー理論では,一 定の条件付 きではあるが内部労

働者と外部労働者は能力に関 して差異はないとされる。普通これは完全代替の

ケースであ り,一 円でも賃金の安い方が雇用の全体を占めなければならない。

しかしインサイダー ・アウトサイダー理論においては,イ ンサイダーとアゥ ト

サイダーの問には企業 との交渉力の差異や,企 業特殊的な訓練費用の差異があ

り,ま たインサイダーの供給能力には上限があることなどが問題を複雑 にして

いる。つまりこれらの交渉力や訓練費用が要請する費用が企業の意志決定に影

響を及ぼす結果,イ ンサイダー ・アウ トサイダー問で通常の投入物問の代替関

係 とは異なる代替関係が認め られるようになることがその原因となっているわ

けである。その様子を描写するために,次 のような簡単な設定を採用 しよう。

ある企業は前期に雇用 された労働者のm人 に一人当た りWiの 賃金を支払っ

ている。そのm人 は全員労働組合に加入 してお り,労 働組合は企業が労働者

を一人解雇するときに一人当た りC円 の補償金を支払わせる力をもっている。

企業は利潤極大化 を目的として雇用 を決定する。また収穫逓減の生産関数を

持つ企業の,労 働に関する限界価値生産物はf(L)で 表わす ことがで きる。L

はL人 目の労働者の意味である。

この企業は外部労働市場から一人当た りw。 の賃金で労働者を何人で も雇う
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ことが出来るが,一 人雇 うごとに企業の作業に適応させるためT円 の訓練費

用を企業が負担 しなければならない。訓練 さえ受ければ,外 部労働市場からの

労働者はすでに雇用 されている組合員労働者と生産能力においてなん ら変わる

ところはない。また今期 にこの企業に雇用 される組合員労働者の人数をLi,

外部労働者の人数をL。 と表記する2)。

3.見 かけの賃金,真 の賃金

以上のような設定下で,企 業がどのような限界費用に直面するか考える。そ

の準備として,ま ず 「見かけの賃金」 と 「真の賃金」 という用語を定義する。

まず内部労働者 と外部労働者の賃金 として支払われる金額,つ まり一般的に単

に賃金と言われる金額 を見かけの賃金 と名付けよう。それに対 して解雇に対す

る補償金や訓練費用などの,雇 用 を決定づけるために勘案 しなければならない

項 目を考慮 した賃金 を真の賃金 と名付ける。

現在の設定で企業が真の賃金を考慮 して雇用の意思決定を行 うのは明白であ

ろう。た とえば,企 業は内部労働者の雇用(の 持続)の 意思決定に関して内部

労働者に支払 うWiだ けを勘案するわけにはいかない。なぜ ならある内部労働

者の限界価値生産物が,Wiを 下回っていたか らといって,解 雇 をするな ら企

業は補償金Cを 要請 されることとなる。この金額Cが,損 失であるf(L)一

吻(今 は損失の表現 となる)を 上回っていたなら,企 業 は生産に伴 う赤字 よ

りも大 きな損失を被ることになるからである。か りに企業が内部労働者の費用

条件のみに注 目して,雇 用 ・解雇について判断する状況を考えるなら,限 界価

値生産物 と賃金水準のみに注 目するのではなく,補 償金をも勘案 したうえで限

界条件 を考慮することになる。つまり企業はあるLi番 目の労働者 に注目して,

2)こ の よ う な 設 定 の 極 大 化 問 題 と して の 表 現 はLindbeckandSnower[1]や 大 橋

[3]な ど で,次 の よ う に 記 述 さ れ て い る 。

max!(Li+L。)-WiLi-w。L。-C(m-Li)-TL。

&ムLげ ≦m,L。 ≧0
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この人物の雇用 ・解雇を考える場合,f(Li)-Wiと 一Cと の値の大小 に注 目

し,絶 対値で前者が後者を上回った ときに初めて解雇の決定をすると言える。

これは,f(Li)-Wi<-Cの 時に初めて解雇の決定をするということになる

が,書 き直せばf(Li)<Wi-Cに おいて初めて企業は解雇に踏み切るという

ことになる。そこでこの式の右辺 を企業は内部労働者に賃金を支払い雇用を持

続する場合,潜 在的に補償金Cを 所得 として得ていると考え,こ れを勘案 し

たWi-Cを,真 の賃金 と見なして行動するというように記述できるだろう。

一方外部労働者に関 しては,雇 用 に際 して企業 に適応 させ るための支出T

は必須であるのだから,外 部労働者の真の賃金はw。+Tで あるといいうる

だろう。

4.労 働者の入れ替え

さて企業が直面する雇用の限界費用 を考えるとき,そ の形状は,内 部労働者

の真の賃金 と外部労働者の真の賃金が均等化する点を臨界点 としてその形状が

変化する。内部労働者 と外部労働者の賃金が均等化する点は,そ こを境に雇用

されていた内部労働者 と外部労働者の総入れ換えを行なうことが企業にとって

合理的である点 となる。なぜ な ら両者の真の賃金の均等化 とは,Wi-C=

w。+Tで あるが,こ れをWi=w。+T+Cと 書 き直すと明瞭であるように,

外部労働者の賃金に訓練費用Tと,内 部労働者の解雇に伴う費用C,を 加えた

ものがなお内部労働者の賃金に等 しい とす るなら,企 業にとって両者の雇用は

費用的に無差別であ り,したがって等式の右辺が左辺より小 さくなった時点で,

企業は内部労働者をすべて外部労働者に置 き換 えるだろう。 したがって企業が

直面する雇用の限界費用は,ま ずWi>w。+T+Cに おいてはw。+T(<

Wi-C)の 水準で水平なものになる(図1)。

ではWi-C<w。+Tの 場合はどうなるであろうか。このときは,内 部労

働者の真の賃金が外部労働者のそれより安価であるのだから,限 界価値生産物

が内部労働者の真の賃金より十分 に大 きければまず内部労働者の雇用が優先 さ
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れる。 しか し内部労働者の人数には上限mが あ り,そ の点でさらに外部労働

者を雇用することの限界収入が正であれば追加的に,外 部労働者が雇用される

こととなる。 このとき点mで 限界費用は上に(w。+T)一(Wi-C)だ け

シフ トする。つ まり雇用の限界費用 は点mで 段差 を持つ階段関数になるわけ

である(図2)。

5.雇 用の諸類型と組合の戦略

ここまで くると雇用の限界費用 と企業の限界価値生産物の相対的位置関係 に

よって,企 業が実際にどのような雇用政策を採るか考えることが出来るように

なる。企業が組合労働者を全員解雇することが合理的であるようなケースは,

そのような事態に立ち至った場合,組 合が何 らかの譲歩を行 って抑止 されると

考えられるか ら,実 際にはあまり起 こりそうにない場合である。 しか し,内 部

と外部の全体的な入れ換えの条件は,組 合が,戦 略的に振る舞うときに,必 ず

勘案する制約条件の役割 を果たす という意味で,重 要である。

いまは内部労働者の真の賃金が外部労働者のそれより安価である場合につい

て考察 してみよう。f(L)と 限界費用の位置 によって雇用のパ ター ンが変化す

ることが図3に 示 してある。三つの限界費用 と限界価値生産物の交点は,そ れ

ぞれ,1.と の交点が0<Li〈m,L。=0の 場合,2.が 現=m,L。=0,

3.がLi=m,L。>0と 三つの雇用のパターンに対応 している。一般の分析

では,こ のようにある雇用パターンと,そ の時の限界価値生産物 と限界費用を

構成する様々な賃金要素の対応関係 をこれほど明確には認識できない。つまり

このような作図の有利は,こ のように雇用のパターンと,その時に成 り立つ様々

な限界条件の対応について,極 大値問題の一階の必要条件 を検討する煩環と直

観的洞察の困難を免れ企業の雇用に関する事態 を直観的に考察することが出来

ることにある3)。

3)も ちろん理論の分析は,最 適化問題の詳細な検討によって結論の正当性を保証さ

れるのであり,こ こでは解析的な分析が無意味であると言っているのではない。
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このような方法の応用 として,労 働組合が雇用保証や賃金設定を目的にする

場合,ど のようなことを考慮 して行動するかについて考察 してみよう4)。

労働組合が,組 合員全員の雇用保証を得つつ賃金を設定しようするとき,そ

の要求の上限はどのような水準になるであろうか。この上限は,雇 用の限界費

用 と限界価値生産物の位置関係によって二つの場合が存在する。この二つの場

合は,組 合が賃金水準を上昇させようとするとき,組 合員の限界価値生産物だ

けを考慮すればよい場合 と,外 部労働者との賃金の逆転が起 こらないような配

慮が必要となる場合である。

初めの場合は,図4の ような場合である。いま内部労働者の賃金Wi以 外 は

すべて所与 とすると,組 合は雇用保証を得 るために!(m)>Wi-Cは 維持

しつつ,そ の申で最大限の 吻 を設定 しようとするだろう。それは!(初)=

Wi-Cと なるようなWiで あることが分かる。一方,図5の 様 な場合は,そ の

ような設定を行 うと内部労働者 と外部労働者の真の賃金の逆転が起こってしま

い,雇 用保証を実現 できない。そこで賃金要求の上限は,Wi-0<w。+T

を満たさなければならないことが見て取れるだろう5)。

このような図か らは,何 らかの原因で非組合員である外部労働者の雇用を抑

止する必要が出来た場合6),訓 練費用Tを コントロールすることで図6の 点線

部分のような状況を作 り,そ れを達成することが可能なことを知ることも出来

る。内部労働市場での人的投資は,単 に外部の専門の指導員や教材費,あ るい

は教育に要する機会費用いったもののみで構成されるわけではな く,し ばしば

熟練工による指導による所が大 きい。こうしたとき組合が,そ のような内部労

働者による指導に非協力的であろうとすることによって訓練費用をコン トロー

ルすることは可能だからである。

4)イ ンサ イダー ・アウ トサ イダー理 論 の概説 で この種 の議 論 は頻繁 に紹 介 され る。

こ こでの 内容 は,そ れ とほ ぼ同 一で あ るが,そ の ような議論 の直 観 的説 明版 であ

る と考 えてい ただ きた い。

5)こ の ような分析 で はCを 制 御可 能 な場合 も考 える こ とが 出来 るだ ろ う。

6)非 組合 員 の増加 が交 渉力 にマ イナス であ る よ うな場 合や 組合 規模 の増 大が 組合 内

部 の コン トロール コス トを高め る よ うな場 合。
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6.結 語

本稿はインサイダー ・アウ トサイダー理論で扱われてきた問題が,解 析的方

法や従来的な作図法以外の単純な作図によって扱いうることを示 した。このよ

うな単純な方法によって考察を行 うということは,応 用的次元において分析の

費用 を下げ,経 済学的問題に集中することを可能にするにするという意味で利

益のあるものだと考える。
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